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外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

（第
だい

13期
き

・第
だい

９回
かい

）オープン会議
か い ぎ

 議事録
ぎ じ ろ く

 

 

 

 

 

 

１ 開会
かいかい

（オオシロ副委員長
ふくいいんちょう

、蒋
しょう

委員
い い ん

） 

会議
か い ぎ

のルールについて説明
せつめい

した。 

 

２ 外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

 委員長
いいんちょう

挨拶
あいさつ

（柳
りゅ

委員長
いいんちょう

） 

 ・ 私
わたし

たちは、今日
き ょ う

まで７回
かい

の会議
か い ぎ

を重
かさ

ねてきた。いろいろな提言
ていげん

の課題
か だ い

に係
かか

る神奈川県
か な が わ け ん

の 状 況
じょうきょう

やどのような提言
ていげん

が必要
ひつよう

とされているかについて、

かながわ国際
こくさい

政策
せいさく

推進
すいしん

懇話会
こんわかい

の委員
い い ん

に意見
い け ん

を 伺
うかが

い、様々
さまざま

なことを学
まな

びな

がら考
かんが

え、提言
ていげん

素案
そ あ ん

をまとめている。 

・ 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に向
む

けて、思考
し こ う

をアップデートすることが必要
ひつよう

である。 

・ ともに 考
かんが

え、作成
さくせい

する過程
か て い

が大事
だ い じ

。この会議
か い ぎ

がともに作
つく

り上
あ

げ、共生
きょうせい

する時間
じ か ん

になればよい。 

 

３ 事務局
じむきょく

 代表
だいひょう

挨拶
あいさつ

（松本
まつもと

国際
こくさい

課長
かちょう

） 

 ・ 委員
い い ん

の皆様
みなさま

には、大変
たいへん

熱心
ねっしん

に取
と

り組
く

んでいただいており、感謝
かんしゃ

する。 

・ 神奈川県
か な が わ け ん

は非常
ひじょう

に国際
こくさい

色
しょく

豊
ゆた

かな地域
ち い き

であり、本
ほん

会議
か い ぎ

ではこれまでも

貴重
きちょう

な提言
ていげん

をたくさんいただき、施策
し さ く

の実現
じつげん

につなげてきた。 

・ 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

施策
し さ く

の実現
じつげん

には、県民
けんみん

の皆様
みなさま

の御理解
ご り か い

・御協力
ごきょうりょく

が不可欠
ふ か け つ

で

あるため、活発
かっぱつ

な御意見
ご い け ん

や御質問
ごしつもん

をいただければありがたい。 

 

４ 提言
ていげん

素案
そ あ ん

に関
かん

する説明
せつめい

 

 （オオシロ副委員長
ふくいいんちょう

、蒋
しょう

委員
い い ん

） 

 ・ 開催
かいさい

趣旨
し ゅ し

と進行
しんこう

方法
ほうほう

について説明
せつめい

した。 

 

(1)  生活
せいかつ

向上
こうじょう

部会
ぶ か い

 (生活
せいかつ

向上
こうじょう

部会
ぶ か い

委員
い い ん

)  

発表
はっぴょう

資料
しりょう

に基
もと

づき、説明
せつめい

した。 

開催
かいさい

日
び

：2026（令和
れ い わ

８）年
ねん

３月
がつ

８日
にち

（日曜日
にちようび

） 

場
ば

 所
しょ

：東 庁 舎
ひがしちょうしゃ

 11階
かい

会議室
かいぎしつ
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(2)  情報
じょうほう

部会
ぶ か い

 (情報
じょうほう

部会
ぶ か い

委員
い い ん

)  

発表
はっぴょう

資料
しりょう

に基
もと

づき、説明
せつめい

した。 

 

５ 参加者
さんかしゃ

からの質問
しつもん

、意見
い け ん

交換
こうかん

 

（オオシロ副委員長
ふくいいんちょう

、蒋
しょう

委員
い い ん

） 

 ・ 話
はな

し合
あ

いでの注意点
ちゅういてん

について、説明
せつめい

した。 

 

(1)  教育
きょういく

 (国際
こくさい

理解
り か い

教育
きょういく

、高校
こうこう

入試
にゅうし

、母語
ぼ ご

・母
ぼ

文化
ぶ ん か

教育
きょういく

等
など

)  

（参加者
さんかしゃ

） 

・ そもそも、生活
せいかつ

向上
こうじょう

部会
ぶ か い

と情報
じょうほう

部会
ぶ か い

の２つに部会
ぶ か い

を分
わ

ける必要
ひつよう

があ

るのか。相互
そ う ご

に重複
ちょうふく

している。 

・ ③の在県枠
ざいけんわく

をこれ以上
いじょう

拡大
かくだい

したら、現場
げ ん ば

がもたない。教育
きょういく

現場
げ ん ば

のこ

とを調
しら

べたのか。枠
わく

を拡
かく

大
だい

して先生
せんせい

はやっていけるのか。現場
げ ん ば

を理解
り か い

し

た上
うえ

で提言
ていげん

してほしい。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ ME-net の声
こえ

を聞
き

きながら提言
ていげん

案
あん

を作
つく

ってきたというが、現場
げ ん ば

の先生
せんせい

と

話
はな

し合
あ

う検討会
けんとうかい

を設
もう

けるべき。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 外国人
がいこくじん

の生徒
せ い と

は増
ふ

えていると思
おも

うが、かながわ国際
こくさい

施策
し さ く

推進
すいしん

指針
し し ん

によ

りデータの裏付
う ら づ

けをしたほうが良
よ

い。 

・ ②の母語
ぼ ご

教育
きょういく

は、日本語
に ほ ん ご

、英語
え い ご

に加
くわ

えて母語
ぼ ご

と、３つの言語
げ ん ご

を学
まな

ば

なければならないので、当事者
とうじしゃ

にとって厳
きび

しいのではないか。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 日本
に ほ ん

の場合
ば あ い

は、英語
え い ご

は大学
だいがく

受験
じゅけん

のために必要
ひつよう

。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 母語
ぼ ご

は、外国人
がいこくじん

にとってはアイデンティティであり、生活
せいかつ

する上
うえ

で

必須
ひ っ す

。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ アメリカで暮
く

らしていた。日本
に ほ ん

政府
せ い ふ

は移民
い み ん

を認
みと

めないが、国
くに

や

神奈川県
か な が わ け ん

はＪＳＬ（「第二
だ い に

言語
げ ん ご

としての日本語
に ほ ん ご

」カリキュラム）を作
つく

り、

日本語
に ほ ん ご

を学
まな

んでもらえばよい。 
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（参加者
さんかしゃ

） 

・ 日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

をボランティアに任
まか

せているが、ボランティアは善意
ぜ ん い

で

あり限界
げんかい

がある。システムではないので、行政
ぎょうせい

がシステムを作
つく

るべき。 

・ 登録
とうろく

日本語
に ほ ん ご

教員
きょういん

がバックアップをすればよい。 

・ 日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

と国際
こくさい

交流
こうりゅう

をボランティアに任
まか

せている。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 来月
らいげつ

、 娘
むすめ

が小学校
しょうがっこう

に入
はい

る。学校
がっこう

のことをわかっていないので、よい

情報
じょうほう

があれば教
おし

えてほしい。 

（柳
りゅ

委員長
いいんちょう

、参加者
さんかしゃ

） 

・ 小学校
しょうがっこう

入学前
にゅうがくまえ

に、お知
し

らせが来
く

る。 

・ 小学校
しょうがっこう

の学級
がっきゅう

委員
い い ん

決
ぎ

め等
とう

は、じゃんけんの勝敗
しょうはい

で決
き

まる。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 文科省
もんかしょう

が教員
きょういん

の 働
はたら

き方
かた

改革
かいかく

をしなければならない。高校
こうこう

の現場
げ ん ば

は、

過重
かじゅう

労働
ろうどう

に苦
くる

しめられている。在県枠
ざいけんわく

を増
ふ

やせというのは、気持
き も

ちはわ

かるが、現場
げ ん ば

は大変
たいへん

であり、問題
もんだい

は解
かい

決
けつ

しない。 

・ 小学校
しょうがっこう

も週末
しゅうまつ

に仕事
し ご と

をしない日
ひ

はない。ずっと仕事
し ご と

をしている。子
こ

どもがかわいいから苦
く

ではないが、残業
ざんぎょう

も当
あ

たり前
まえ

。外国人
がいこくじん

が上履
う わ ば

き

や赤
あか

白帽
しろぼう

を知
し

らないことも、教員
きょういん

は理解
り か い

しなければならない。 

・ 中原区
なかはらく

でボランティアしているが、ボランティアが受
う

け入
い

れられる

体制
たいせい

がほしい。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ ④の関係
かんけい

で、マイナンバーカードと在留
ざいりゅう

カードは令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

中
ちゅう

に

一体化
いったいか

される。手続
てつづき

を忘
わす

れることはなくなるのではないか。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ ⑧の関係
かんけい

で、国際
こくさい

交流
こうりゅう

の場
ば

は必要
ひつよう

だと思
おも

うが、イベントを実施
じ っ し

して

も外国
がいこく

につながる子
こ

どもも、日本人
にほんじん

の子
こ

どもも集
あつ

まらない。原因
げんいん

が分
わ

か

れば、解決
かいけつ

につながるのではないか。 

・ 子
こ

どもたちに集
あつ

まる習慣
しゅうかん

を与
あた

えていないからではないか。学校側
がっこうがわ

は、

個人的
こじんてき

な集
あつ

まりへの参加
さ ん か

を促
うなが

さない。 

・ ②の母語
ぼ ご

教育
きょういく

をしても、生徒
せ い と

たちは呆気
あ っ け

にとられるだけ。 

・ 集
あつ

まりに行
い

こうと思
おも

うには、立場
た ち ば

を替
か

えて最初
さいしょ

から作り直
なお

す必要
ひつよう

があ

る。外国人
がいこくじん

の立場
た ち ば

から考
かんが

えるべき。 
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・ 32人
にん

1人
り

が外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

と言
い

われても、普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

の中
なか

では、外国人
がいこくじん

と

接
せっ

しないので、外国人
がいこくじん

が何
なに

をしているか知
し

らない。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ ⑥の介護
か い ご

の件
けん

は、11期
き

、12期
き

で、提言
ていげん

を出
だ

している。国
くに

もパンフレッ

トを作成
さくせい

している。これまでの提言
ていげん

と重複
じゅうふく

しているので、提言
ていげん

を出
だ

さ

なくてもよいのではないか。 

 

(2)  交流
こうりゅう

・支援
し え ん

 (交流
こうりゅう

イベント、災害
さいがい

時
じ

のネットワーク、メンタルヘルス

ケア等
など

)  

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 多文化
た ぶ ん か

交流
こうりゅう

イベントの拡充
かくじゅう

を提言
ていげん

しているが、外国人
がいこくじん

の視点
し て ん

で参加
さ ん か

したくなる交流
こうりゅう

はどのような内容
ないよう

か。 

  (バ委員
い い ん

) 

   ・ アンケートを通
とお

して、良
よ

いイベントを企画
き か く

しても人
ひと

が集
あつ

まりにくい

状 況
じょうきょう

は理解
り か い

している。 

・ 参加者
さんかしゃ

と一緒
いっしょ

に料理
りょうり

をするような参
さん

加型
か が た

がよいかもしれない。 

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ その場合
ば あ い

、準備
じゅんび

が大変
たいへん

であったり、申込
もうしこみ

人数
にんずう

が限
かぎ

られる場合
ば あ い

がある。 

  (参加者
さんかしゃ

) 

  ・ 周知
しゅうち

する方法
ほうほう

をどのように考
かんが

えているか。 

  (バ委員
い い ん

) 

  ・ その質問
しつもん

は情報
じょうほう

部会
ぶ か い

の関係
かんけい

になる。企画
き か く

としては、イベントや

勉強会
べんきょうかい

もあり得
え

る。 

  (韓
はん

委員
い い ん

) 

・ 具体的
ぐたいてき

な内容
ないよう

を検討中
けんとうちゅう

であり、深
ふか

堀
ぼり

りの質問
しつもん

は早
はや

いかもしれない。 

  (参加者
さんかしゃ

) 

・ ターゲットの交流
こうりゅう

相手
あ い て

をどう考
かんが

えているか。 

  (韓
はん

委員
い い ん

) 

  ・ 例
たと

えば、あーすフェスタのような一般
いっぱん

県民向け
け ん み ん む け

のイベントをイメージ

すると、ロケーションの問題
もんだい

か、中身
な か み

の問題
もんだい

で人
ひと

が集
あつ

まらないのか。

具体的
ぐたいてき

なイベントのイメージは、これから検討
けんとう

する。 

   (参加者
さんかしゃ

) 
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・ 外国人
がいこくじん

問題
もんだい

がメディアなどで取
と

り上
あ

げられることが多
おお

い。外国人
がいこくじん

のイ

メージを回復
かいふく

するにはどうすればよいか。データがあれば分
わ

かってくれ 

る人
ひと

も多
おお

い。 

  ・ 最近
さいきん

、 障
しょう

がい者
しゃ

のイベントに行
い

ったが、一緒
いっしょ

にイベントを 行
おこな

えばよ

い印象
いんしょう

を持
も

たれるのではないか。 

  (韓
はん

委員
い い ん

) 

・ よいアイデアであると思
おも

う。日本人
にほんじん

に対
たい

して、外国人
がいこくじん

のよいイメージ

を作
つく

れるかもしれない。 

  (参加者
さんかしゃ

) 

・ 李
り

さんは、心理
し ん り

支援
し え ん

を提言
ていげん

としている。 私
わたし

も近
ちか

い内容
ないよう

の提言
ていげん

をした

ことがあった。お金
かね

のかからない方法
ほうほう

をとりたかった。 

  ・ MIC の医療
いりょう

通訳
つうやく

のように研修
けんしゅう

を受講
じゅこう

してもらい、病院
びょういん

で悩
なや

み事
こと

を聞
き

くことは可能
か の う

か。 

  (参加者
さんかしゃ

) 

・ 医療
いりょう

関係
かんけい

の通訳
つうやく

にあたると思
おも

われ、責任
せきにん

を持
も

てない。 

  (参加者
さんかしゃ

) 

・ 心理
し ん り

支援
し え ん

は聞
き

くだけで、責任
せきにん

はない。 

  (参加者
さんかしゃ

) 

・ 20年前
ねんまえ

に医療
いりょう

通訳
つうやく

をしていたが、カウンセリングを勉強
べんきょう

していない

と答
こた

え方
かた

ひとつで相手
あ い て

が傷
きず

つくこともある。 

  (韓
はん

委員
い い ん

) 

・ 時間
じ か ん

をかけて専門家
せんもんか

になった物
もの

に、通訳
つうやく

の責任
せきにん

、スキルの問題
もんだい

も 考
かんが

え、ボランティアでよいのかという考
かんが

え方
かた

もある。 

  (李
り

委員
い い ん

) 

・ 当事者
とうじしゃ

同士
ど う し

の助
たす

け合
あ

い団体
だんたい

を想定
そうてい

している。その人
ひと

たちと話
はな

せば、

問題
もんだい

の一部
い ち ぶ

が解
かい

決
けつ

する互助会
ごじょかい

のようなイメージを持
も

っている。 

  (参加者
さんかしゃ

) 

  ・ 外国
がいこく

の人
ひと

がお互
たが

いに相談
そうだん

し合
あ

える仕組
し く

みはとてもよい。 

  (参加者
さんかしゃ

) 

  ・ 交流
こうりゅう

イベントに人
ひと

が来
き

てくれないという問題
もんだい

は、同様
どうよう

に感
かん

じている。

また、防災
ぼうさい

関係
かんけい

で自治会
じ ち か い

町内会
ちょうないかい

の問題
もんだい

は複雑
ふくざつ

であると認識
にんしき

している。 

  (韓
はん

委員
い い ん

) 



6 

 

・ 地縁
ち え ん

団体
だんたい

が、外国人
がいこくじん

まで担
にな

うには様々
さまざま

な課題
か だ い

がある。個々
こ こ

が持
も

ってい

居
い

る情報
じょうほう

は部分的
ぶぶんてき

であるため、大使館
たいしかん

や外国
がいこく

関連
かんれん

団体
だんたい

が組織
そ し き

同士
ど う し

につ

ながっていくことが重要
じゅうよう

。まずは、定期的
ていきてき

に顔
かお

つなぎから始
はじ

めたい。 

  (参加者
さんかしゃ

) 

  ・ 同
おな

じ国
くに

や団体
だんたい

同士
ど う し

でも知
し

らない情報
じょうほう

がある。 

(韓
はん

委員
い い ん

) 

・ 外部
が い ぶ

からみると、同じ
お な じ

国
くに

の団体間
だんたいかん

では連携
れんけい

がうまくできていると思
おも

い

がち。 

  (参加者
さんかしゃ

) 

  ・ 県
けん

で外国人
がいこくじん

向
む

けの防災
ぼうさい

イベントがあると来場者
らいじょうしゃ

が増
ふ

えるかもしれな

い。   

  (韓
はん

委員
い い ん

) 

・ まとめて訓練
くんれん

しても、地域
ち い き

に戻
もど

ると状 況
じょうきょう

は個々
こ こ

。 

 

(3)  暮
く

らし (高齢化
こうれいか

への対応
たいおう

、運転
うんてん

免許
めんきょ

・在留
ざいりゅう

カードの更新
こうしん

等
とう

)  

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 資料
しりょう

１の「県内
けんない

外国人
がいこくじん

の年齢
ねんれい

別
べつ

在留
ざいりゅう

資格
し か く

」のグラフを見
み

て、おかし

さがわからなければ問題
もんだい

。20代
だい

と老後
ろ う ご

とでは、在留
ざいりゅう

資格
し か く

が異
こと

なってい

る。老後
ろ う ご

になってからではなく、来日後
らいにちご

から老後
ろ う ご

のことを 考
かんが

えたほう

がよい。日本
に ほ ん

でどんな老後
ろ う ご

を迎
むか

えられるか、情報
じょうほう

発信
はっしん

をすることが

大切
たいせつ

。在留
ざいりゅう

資格
し か く

のことも踏
ふ

まえた提言
ていげん

にしてほしい。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 多文化
た ぶ ん か

高齢
こうれい

社会
しゃかい

ネットかながわ（TKNK）で作成
さくせい

したやさしい日本語
に ほ ん ご

の

認知症
にんちしょう

すごろくに小学生
しょうがくせい

が興味
きょうみ

を持
も

った。年
とし

をとるのはどういうこと

か、人生
じんせい

をどう過
す

ごしていくかについて、子
こ

どものときから 考
かんが

えるこ

とは大事
だ い じ

。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 行政
ぎょうせい

書士
し ょ し

として、日本
に ほ ん

にいる外国人
がいこくじん

が介護
か い ご

やライフステージを 考
かんが

え

ることは大事
だ い じ

だと思
おも

う。高齢化
こうれいか

、滞在
たいざい

が長期化
ちょうきか

する外国人
がいこくじん

にどう情報
じょうほう

発信
はっしん

するかが課題
か だ い

。セミナー等
など

で情報
じょうほう

発信
はっしん

できるとよい。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 生活
せいかつ

オリエンテーションが一番
いちばん

大切
たいせつ

。40歳
さい

から 徴 収
ちょうしゅう

される介護
か い ご
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保険料
ほけんりょう

をはじめ、日本
に ほ ん

の色々
いろいろ

な制度
せ い ど

の情報
じょうほう

を上手
う ま

く伝
つた

えられるとよい。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ チャートのアイディアはとてもよい。ウェブで見
み

られるようにしては 

どうか。 

（倉橋
くらはし

委員
い い ん

） 

 ・ 子育
こ そ だ

てチャートのように、高齢者版
こうれいしゃばん

のチャートを作
つく

り、少
すく

なくとも 40

歳
さい

から老後
ろ う ご

について知
し

っておいたほうがよい。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 自身
じ し ん

の将来的
しょうらいてき

な在留
ざいりゅう

資格
し か く

を複数
ふくすう

考
かんが

えなければ、老後
ろ う ご

に備
そな

えられな

い。外国人
がいこくじん

に「生活
せいかつ

でいっぱいなので 考
かんが

えられない」と言
い

わせるよう

な 状 況
じょうきょう

であってはならない。小学生
しょうがくせい

のときから教
おし

えていくことはよ

い。情報
じょうほう

は既
すで

に多
おお

くあり、発信
はっしん

の方向性
ほうこうせい

が大事
だ い じ

。提言
ていげん

はとてもよい

視点
し て ん

。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ セミナー等
など

を通
とお

して耳
みみ

で聞
き

く情報
じょうほう

と文書
ぶんしょ

の両方
りょうほう

が必要
ひつよう

ではないか。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 入 管 庁
にゅうかんちょう

が必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を上手
う ま

くまとめた生活
せいかつ

オリエンテーション

動画
ど う が

を作成
さくせい

しているが、存在
そんざい

を知
し

らない外国人
がいこくじん

も多
おお

くいる。発信
はっしん

に問題
もんだい

がある。また、外国
がいこく

人
じん

向
む

けには、文字
も じ

よりイラストが多
おお

めの方
かた

が伝
つた

わり

やすい。 

 （王
おう

委員
い い ん

） 

  ・ 情報
じょうほう

がある場所
ば し ょ

を外国人
がいこくじん

自身
じ し ん

がまず知
し

ることが必要
ひつよう

。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 日本人
にほんじん

でも老後
ろ う ご

についてよくわかっていない場合
ば あ い

がある。オリエンテ

ーションしたとしても、効果
こ う か

はどうか。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 差
さ

し迫
せま

った事情
じじょう

でない限
かぎ

り、セミナー等
とう

に来
こ

ない人
ひと

は来
こ

ない。地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センターと連携
れんけい

して進
すす

めてはどうか。 新
あたら

しい目線
め せ ん

を地域
ち い き

に取
と

り入
い

れ、ともに進
すす

む多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の拠点
きょてん

としての入口
いりぐち

という観点
かんてん

からも

必要
ひつよう

である。 

（参加者
さんかしゃ

） 

 ・ 情報
じょうほう

発信
はっしん

はとても重要
じゅうよう

で、イベントや支援
し え ん

制度
せ い ど

を作
つく

っても、外国人
がいこくじん
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に伝
つた

わらなければ意味
い み

がない。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 発信側
はっしんがわ

だけでなく、受
う

け取
と

る側
がわ

の関心
かんしん

の喚起
か ん き

も重要
じゅうよう

となる。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 紙
かみ

媒体
ばいたい

だけでなく、AIなどを活用
かつよう

したデジタル化
か

も必要
ひつよう

である。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 外国人
がいこくじん

同士
ど う し

だけでなく、日本人
にほんじん

と外国人
がいこくじん

のつながりも重要
じゅうよう

となる。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 地域
ち い き

の自治会
じ ち か い

に外国人
がいこくじん

は参加
さ ん か

しているのか。まずはそこから情報
じょうほう

を

得
え

るのではないか。 

 

(4)  情報
じょうほう

Ａ (進学
しんがく

や生活
せいかつ

のルール等
とう

)  

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 多文化
た ぶ ん か

交流
こうりゅう

イベントの拡充
かくじゅう

を提言
ていげん

しているが、外国人
がいこくじん

の視点
し て ん

で参加
さ ん か

したくなる交流
こうりゅう

はどのような内容
ないよう

か。 

(参加者
さんかしゃ

) 

・ 外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

が登
とう

録
ろく

する際
さい

、何
なに

を登
とう

録
ろく

するか。生活
せいかつ

オリエンテーション

の情報
じょうほう

をセットとして住 民 票
じゅうみんひょう

と一緒
いっしょ

に周知
しゅうち

したらよいのではないか。 

(参加者
さんかしゃ

) 

・ 情報
じょうほう

を発信
はっしん

しても保護者
ほ ご し ゃ

は仕事
し ご と

が 忙
いそが

しく、なかなか冊子
さ っ し

や動画
ど う が

を見
み

ることは難
むずか

しい。中学
ちゅうがく

１年生
ねんせい

から少
すこ

しずつ説明
せつめい

することが必要
ひつよう

。 

・ 自分
じ ぶ ん

で検索
けんさく

すると 難
むずか

しいときもあるため、学校
がっこう

などの 皆
みんな

が集
あつ

まりや

すい時
とき

に情報
じょうほう

周知
しゅうち

が出来
で き

るとよい。 

(参加者
さんかしゃ

) 

・ 中学
ちゅうがく

１年生
ねんせい

時点
じ て ん

で知
し

らない人
ひと

が多
おお

い。中学
ちゅうがく

３年生
ねんせい

から 考
かんが

え始
はじ

め、

前
まえ

もって準備
じゅんび

することを知
し

らない外国人
がいこくじん

も多
おお

い。軽
かる

い感覚
かんかく

で思
おも

っている。 

・ 危機感
き き か ん

を持
も

ってもらう必要
ひつよう

がある。危機感
き き か ん

がない保護者
ほ ご し ゃ

により、単位
た ん い

を落
お

としてしまう。 

(参加者
さんかしゃ

) 

・ 分
わ

かりやすい資料
しりょう

を作
つく

り、外国人
がいこくじん

に見
み

てくださいと伝
つた

えていたとして

も、今
いま

は大丈夫
だいじょうぶ

となってしまう。届
とど

け方
がた

のアイディアについて知
し

りたい。 

（モラレス副委員長
ふくいいんちょう

） 
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・ 自分
じ ぶ ん

の言語
げ ん ご

や使
つか

っているツールだと情報
じょうほう

が届
とど

きやすい。どのような

制度
せ い ど

を知
し

りたいか。 

(ストービー委員
い い ん

) 

・  届
とど

ける情報
じょうほう

の量
りょう

にもよる。 

(参加者
さんかしゃ

) 

・ 外国人
がいこくじん

の方
かた

を受
う

け入
い

れている高校
こうこう

で事務員
じ む い ん

をしている。 

・ 英語
え い ご

、中国語
ちゅうごくご

、ベトナム語
ご

、スワヒリ語
ご

話者
わ し ゃ

もおり、まさにこの問題
もんだい

に思
おも

いつまされている。 

・ 外国人
がいこくじん

の方向
か た む

けに進学
しんがく

支援
し え ん

等
とう

を 行
おこな

っているが、説明
せつめい

をしても伝
つた

わら

ないこともある。 

（ストービー委員
い い ん

） 

・ 生活
せいかつ

オリエンテーションで何
なに

か出来
で き

るかもしれない。 

・ 情報
じょうほう

発信
はっしん

等
とう

について日頃
ひ ご ろ

から問題
もんだい

に感
かん

じることはあるか。 

（オオシロ副委員長
ふくいいんちょう

） 

・ 教育
きょういく

情報
じょうほう

と生活
せいかつ

情報
じょうほう

が届
とど

いていないことについて取
と

り 扱
あつか

っている

が、疑問
ぎ も ん

があれば教
おし

えてほしい。 

（モラレス副委員長
ふくいいんちょう

） 

・ 団体
だんたい

の名称
めいしょう

自体
じ た い

を知
し

らない人
ひと

がいる。特
とく

に、NPO等
とう

を見
み

つけることが

大事
だ い じ

。オンラインやオンデマンドで情報
じょうほう

発信
はっしん

ができるかもしれない。 

・ あーすフェスタでの周知
しゅうち

もできる。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 川崎市
かわさきし

役所
やくしょ

や県
けん

のホームページ、日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

、メール、あーすフェ

スタなどで情報
じょうほう

を得
え

ている。 

（モラレス副委員長
ふくいいんちょう

） 

・ 色々
いろいろ

なところからの情報
じょうほう

発信
はっしん

を通
とお

して知
し

る機会
き か い

がある。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 地域
ち い き

ケアプラザで福祉
ふ く し

について相談
そうだん

する人
ひと

が増
ふ

えているが、ポルトガ

ル語
ご

では対応
たいおう

出来
で き

ない。 

・ 外国人
がいこくじん

が困
こま

って来
らい

所
しょ

しても、日本人側
にほんじんがわ

がどこに繋
つな

げればよいのか分
わ

か

らない現状
げんじょう

がある。 

・ それぞれの機関
き か ん

に、情報
じょうほう

がある場
ば

の存在
そんざい

を知
し

らせていくことが大切
たいせつ

。 

(オオシロ副委員長
ふくいいんちょう

) 



10 

 

・ NPOや県
けん

と連携
れんけい

し、NPOがある市
し

などを知
し

れるとよい。 

（参加者
さんかしゃ

） 

・ 地域
ち い き

に引
ひ

っ越
こ

してきた方
かた

に日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

をどのように知
し

ったか聞
き

くと、

市
し

役所
やくしょ

から教
おし

えてもらったと言
い

う。 

・ 役所
やくしょ

は、外国人
がいこくじん

が最初
さいしょ

に人
じん

と会
あ

うポイントだと思
おも

う。 

・ 特
とく

に、市
し

役所
やくしょ

の国際
こくさい

関係課
かんけいか

から教
おし

えてもらったという話
はなし

を聞
き

く。 

(ストービー委員
い い ん

) 

・ カナダでは、そのような文化
ぶ ん か

はない。今
いま

はオンラインで情報
じょうほう

へたど

り着
つ

くと思
おも

うが、日本語
に ほ ん ご

が出来
で き

なければ案内
あんない

が分
わ

からないので、英語
え い ご

の

ページも作
つく

る必要
ひつよう

がある。 

(モラレス副委員長
ふくいいんちょう

) 

・  英語
え い ご

が出来
で き

なくても、今
いま

は翻訳機
ほんやくき

を活用
かつよう

出来
で き

る。 

(ストービー委員
い い ん

) 

・  日本語
に ほ ん ご

を話
はな

せない人
ひと

には通訳
つうやく

も必要
ひつよう

である。 

(オオシロ副委員長
ふくいいんちょう

) 

・  市
し

役所
やくしょ

には、場所
ば し ょ

によって、通訳
つうやく

がいる。 

(ストービー委員
い い ん

) 

・  フェスティバルなどでの周知
しゅうち

はどうか。 

(参加者
さんかしゃ

) 

・  イベントだと楽
たの

しいが勝
まさ

るため、難
むずか

しい。 

(オオシロ副委員長
ふくいいんちょう

) 

・ 現実的
げんじつてき

なのは、県
けん

と企業
きぎょう

が連携
れんけい

することが必要
ひつよう

。 

(参加者
さんかしゃ

) 

・  中国食材店
ちゅうごくしょくざいてん

では、ラインでグループを作
つく

っている。エスニック

食材
しょくざい

店
てん

にはコミュニティがあるため、情報
じょうほう

を周知
しゅうち

させてもらえたらよ

い。 

(オオシロ副委員長
ふくいいんちょう

) 

・  情報
じょうほう

機器
き き

が得意
と く い

ではない世代
せ だ い

を排
はい

除
じょ

してしまう可能性
かのうせい

がある点
てん

で、

オンラインは難
むずか

しい。 

(参加者
さんかしゃ

) 

・  外国人
がいこくじん

の方
かた

にとってよい、正
ただ

しい情報
じょうほう

を持
も

っていくことが大切
たいせつ

であ

る。 
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・  コミュニティに入
はい

り込
こ

んで情報
じょうほう

共有
きょうゆう

すればよいのではないか。 

 

(5)  情報
じょうほう

Ｂ(進学
しんがく

や生活
せいかつ

のルール等
とう

)  

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 高校
こうこう

受験
じゅけん

に関
かん

する専門用語
せんもんようご

は、やさしい日本語
に ほ ん ご

にしても 難
むずか

しく、や

さしい日本語
に ほ ん ご

で説明
せつめい

しようとすると情 報 量
じょうほうりょう

が増
ふ

えてしまう。そもそも

制度
せ い ど

が 難
むずか

しい。そのため、すべての情報
じょうほう

を伝
つた

えようとするのではなく、

その人
ひと

に必要
ひつよう

なものをピンポイントで伝
つた

える資料
しりょう

、それに一般的
いっぱんてき

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

をいれた資料
しりょう

をセットで提供
ていきょう

できるようにできればよい。資料
しりょう

の精度
せ い ど

もそうだが、個別
こ べ つ

のコンサルティングを 行
おこな

って対応
たいおう

できるとよ

い。 

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ やさしい日本語
に ほ ん ご

や多言語化
た げ ん ご か

された資料
しりょう

は多
おお

くあるが、必要
ひつよう

な資料
しりょう

が

必要
ひつよう

な人
ひと

に届
とど

いていない。個別
こ べ つ

相談
そうだん

などもあるので、やっていることが

届
とど

けば、というところがある。そのため、基本的
きほんてき

なことを伝
つた

えるために、

生活
せいかつ

オリエンテーションが大事
だ い じ

。川崎市
かわさきし

では、転入
てんにゅう

等
とう

の届出
とどけで

をした際
さい

に、沢山
たくさん

の資料
しりょう

を渡
わた

しているが、 量
りょう

が多すぎて目
め

を通
とお

す時間
じ か ん

がないと

いう声
こえ

をきく。外国人
がいこくじん

の方
かた

の少
すこ

し生活
せいかつ

が落
お

ち着
つ

いた段階
だんかい

で生活
せいかつ

オリエン

テーションを行
おこな

い、復習
ふくしゅう

ができるとよい。 

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 日本人
にほんじん

との交流
こうりゅう

は難
むずか

しい。 

（蒋
しょう

委員
い い ん

） 

  ・ 生活
せいかつ

の中
なか

で地域
ち い き

の活動
かつどう

があるので、参加
さ ん か

していくのがよい。参加
さ ん か

しや

すさということもあると思
おも

うが。 

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の 話
はなし

も出
で

たが、分
わ

かりやすい案内
あんない

が必要
ひつよう

だということを

改
あらた

めて思
おも

った。県
けん

のホームページにやさしく載
の

せるなどの工夫
く ふ う

が必要
ひつよう

。

私
わたし

は外国人
がいこくじん

の子
こ

どももよく来
く

るこども食堂
しょくどう

の手伝
て つ だ

いをしたりするのだ

が、受験
じゅけん

の資料
しりょう

や 就 職
しゅうしょく

の資料
しりょう

を外国人
がいこくじん

の親
おや

が分
わ

からずに持
も

ってくる人
ひと

がわりといる。情報
じょうほう

が大事
だ い じ

である。 

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 福岡県
ふくおかけん

が作
つく

っている「FUKUOKA IS OPEN」というものがあり、福岡県
ふくおかけん

は
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「とりあえずここに聞
き

いてください」という 形
かたち

にしていて、ここに

相談
そうだん

すると、しかるべき相談先
そうだんさき

に振
ふ

り分
わ

けてくれるような仕組
し く

みになっ

ている。 

（蒋
しょう

委員
い い ん

） 

  ・ 一人
ひ と り

だと情報
じょうほう

を集
あつ

めるのが 難
むずか

しいので、集約
しゅうやく

してある場所
ば し ょ

や聞
き

け

ばわかるところは重要
じゅうよう

。 

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 生活
せいかつ

オリエンテーションについては、神奈川県
か な が わ け ん

独自
ど く じ

のものを 考
かんが

える

ことも重要
じゅうよう

だが、出 入 国
しゅつにゅうこく

管理庁
かんりちょう

ではそうした動画
ど う が

を多数
た す う

公開
こうかい

してお

り、外国人
がいこくじん

の方
かた

には、それらを１日
にち

１つずつ見
み

るということをしてもら

うとよい。また、ここを見
み

ればわかる、というような情報
じょうほう

を集約
しゅうやく

した

場所
ば し ょ

と周知
しゅうち

が必要
ひつよう

。 

（蒋
しょう

委員
い い ん

） 

  ・ 神奈川県
か な が わ け ん

のホームページからは出 入 国
しゅつにゅうこく

管理庁
かんりちょう

のページなどにも飛
と

べ

るが、市町村
しちょうそん

それぞれの情報
じょうほう

もあるので、検討
けんとう

が必要
ひつよう

。 

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 実際
じっさい

にライフステージ等
とう

による問題
もんだい

に直面
ちょくめん

しないとわからない。

個々人
こ こ じ ん

に合
あ

わせた情報
じょうほう

を年齢
ねんれい

や属性
ぞくせい

によって予測
よ そ く

し、渡
わた

す情報
じょうほう

を 考
かんが

えて精査
せ い さ

するようなことが必要
ひつよう

であり、その都度
つ ど

、そうした内容
ないよう

の

翻訳版
ほんやくばん

を提
てい

供
きょう

するなどができればよい。 

（蒋
しょう

委員
い い ん

） 

  ・ 個々人
こ こ じ ん

の 状 況
じょうきょう

により提供
ていきょう

する内容
ないよう

が違
ちが

い、地域
ち い き

や年齢
ねんれい

によって異
こと

なる。 

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 外国人
がいこくじん

の定住化
ていじゅうか

が進
すす

んでいることから、ライフステージの変化
へ ん か

に 伴
ともな

い必要
ひつよう

なことが変
か

わるため、人生
じんせい

に応
おう

じた準備
じゅんび

をすることが必要
ひつよう

になる。

そうした大枠
おおわく

を提
てい

示
じ

して、時々
ときどき

で必要
ひつよう

な細
こま

かい情報
じょうほう

を適宜
て き ぎ

詰
つ

めていく

ような形
かたち

を取
と

れればよい。 

（蒋
しょう

委員
い い ん

） 

  ・ 行政
ぎょうせい

にだけ頼
たよ

るのは 難
むずか

しい。外国人
がいこくじん

が周囲
しゅうい

の人
ひと

にも幅広
はばひろ

く聞
き

ける

状 況
じょうきょう

が重要
じゅうよう

であり、自分
じ ぶ ん

にとっての現在
げんざい

の情報
じょうほう

の要否
よ う ひ

が分
わ

かること

も必要
ひつよう

。 
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（事務局
じむきょく

） 

  ・ ライフステージによる変化
へ ん か

で直面
ちょくめん

する課題
か だ い

やそこで必要
ひつよう

となる情報
じょうほう

は、日本人
にほんじん

であってもそれぞれで、また、各段階
かくだんかい

でわたされる資料
しりょう

（例
れい

：妊娠
にんしん

出産
しゅっさん

時
とき

など）の 量
りょう

が多
おお

いものである。日本人
にほんじん

ですら 難
むずか

し

い・多
おお

いと感
かん

じるような資料
しりょう

については、まずその元
もと

の作成
さくせい

段階
だんかい

での

精査
せ い さ

や工夫
く ふ う

が必要
ひつよう

であり、その上
うえ

で、外国人
がいこくじん

の方
かた

に対
たい

してどうか、とい

う観点
かんてん

をもつことが大切
たいせつ

。また、各
かく

ライフステージの当事者
とうじしゃ

である

日本人
にほんじん

及
およ

び外国人
がいこくじん

であればこそ、そこで必要
ひつよう

な情報
じょうほう

や制度
せ い ど

が分
わ

かるの

で、そうした資料
しりょう

作成
さくせい

の側
がわ

に入
はい

ったり、また、コミュニティ間
かん

で情報
じょうほう

共有
きょうゆう

や意見
い け ん

交換
こうかん

ができるとよい。 

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ よい時代
じ だ い

になったと感
かん

じる。今
いま

は携帯
けいたい

電話
で ん わ

（スマホ）があるので、す

ぐに調
しら

べたり、聞
き

いたり、翻訳
ほんやく

したり出来
で き

る。 昔
むかし

は情報
じょうほう

がない中
なか

、

学校
がっこう

の先生
せんせい

や家族
か ぞ く

など周
まわ

りの人
ひと

に聞
き

き、頑張
が ん ば

る状態
じょうたい

だった。今
いま

は聞
き

け

るところも増
ふ

えた。 

（インターン生
せい

） 

  ・ 高校
こうこう

受験
じゅけん

制度
せ い ど

や内申点
ないしんてん

など、日本人
にほんじん

である自分
じ ぶ ん

が高校生
こうこうせい

のときでも

理解
り か い

ができていなかったことを 考
かんが

えると、外国
がいこく

の方
かた

には 難
むずか

しい。また、

高校
こうこう

の情報
じょうほう

や勉強
べんきょう

方法
ほうほう

などについても、学校
がっこう

でできるかというと先生
せんせい

たちも忙
いそが

しいのですべてをカバーするのは難
むずか

しい。 

（蒋
しょう

委員
い い ん

） 

  ・ 高校
こうこう

受験
じゅけん

などは将来
しょうらい

の人生
じんせい

を左右
さ ゆ う

することになるので難
むずか

しい。 

（松村
まつむら

委員
い い ん

） 

  ・ 受験
じゅけん

の際
さい

など苦労
く ろ う

したため、分
わ

かりやすい制度
せ い ど

にしてほしい。 

（ハリソン委員
い い ん

） 

  ・ 人生
じんせい

ガイドのようなものは必要
ひつよう

だと思
おも

うが、それを作
つく

ると 量
りょう

が多
おお

く

なるので 難
むずか

しい。まとめたものに加
くわ

えて、人間
にんげん

同士
ど う し

のやりとりをして

いくのがよい。 

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 愛知県
あいちけん

ではライフステージをまとめたものを既
すで

に出
だ

しているので、

神奈川県
か な が わ け ん

でも作
つく

れるとよい。また、障害
しょうがい

や高齢
こうれい

のことには外国人
がいこくじん

の方
かた

もまだ 考
かんが

え等
とう

が及
およ

んでいないところもある中
なか

、認知症
にんちしょう

に係
かか

るやさしい
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日本語
に ほ ん ご

のすごろくを作
つく

っている。相談
そうだん

のきっかけになればよい。 

（参加者
さんかしゃ

） 

  ・ 最近
さいきん

、永住権
えいじゅうけん

の更新
こうしん

要件
ようけん

が厳
きび

しくなり、税金
ぜいきん

や年金
ねんきん

の未払
み ば ら

いでビザ

が認
みと

められないとなって相談
そうだん

にくるケースが増
ふ

えている。こうしたこと

は、すでに困
こま

った段階
だんかい

になってからきても遅
おそ

い・対処
たいしょ

できない場合
ば あ い

が多
おお

いので、先
さき

を見据
み す

えた準備
じゅんび

が必要
ひつよう

になる。 

 

６ 閉会
へいかい

 

（オオシロ副委員長
ふくいいんちょう

、蒋
しょう

委員
い い ん

） 

 ・ 様々
さまざま

なご質問
しつもん

やご意見
い け ん

をいただきいた。 

 ・ 柳
りゅ

委員長
いいんちょう

より本日
ほんじつ

のまとめを頂戴
ちょうだい

したい。 

（柳
りゅ

委員長
いいんちょう

） 

 ・ 様々
さまざま

なご質問
しつもん

やご意見
い け ん

をいただきいた。 

・ 日
ひ

ごろから改善
かいぜん

したいと思
おも

ってきたことを共有
きょうゆう

できたことを嬉
うれ

しく思
おも

う一方
いっぽう

で、より一層
いっそう

伝
つた

えていく必要
ひつよう

があると感
かん

じた。 

・ いろいろな方
かた

の 話
はなし

を聞
き

きながら提言
ていげん

作成
さくせい

を進
すす

めてきたが、まだ学
まな

びが

足
た

りず、様々
さまざま

な立場
た ち ば

や視点
し て ん

から考
かんが

えていく必要
ひつよう

があると感
かん

じた。 

・ 皆
みな

さんから、様々
さまざま

な取組
とりくみ

について積極的
せっきょくてき

な言葉
こ と ば

をいただけたことは、

大
おお

きな財
ざい

産
さん

だと思
おも

う。今後
こ ん ご

、御
ご

相談
そうだん

することもあるかもしれないが、皆
みな

さ

んと一緒
いっしょ

に提言
ていげん

を作
つく

り上
あ

げていければと思
おも

う。 

 

                （以上
いじょう

） 


